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大学院の改革に対するW-SPRING事業の位置付け

世界に伍する大学への進化を目指す大学改革戦略である
早稲田オープン・イノベーション・エコシステムと連動し、
博士課程学生の育成計画が採択
W-SPRINGでは、
博士課程学生の産官学連携研究への参加・
ジョブ型インターンシップ参加、ベンチャー起業検討等を推奨する等、
キャリアパス多様化へ向けた支援
時間・場所を越えた多様な教育・研究の実現：
世界で活躍できる文理の垣根を越えた多様な国内外学生（社会
人経験者を含め）の対面・オンラインのハイブリッド教育研究
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・本プログラムはまさにオープン・イノベーション・エコシステムと連動した大学院改革の方向性と合致している。
・具体的にはここに示した内容を強化していきたい。
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早稲田オープン・イノベーション・エコシステム ３）大学院の改革に対する申請事業の位置付け
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・早稲田は持続的社会の実現に貢献したい。
・次世代研究者挑戦的研究プログラムを本学が構想していたオープン・イノベーション・エコシステムに活用させていただきたい。
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W-SPRINGマネジメントと連携体制
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・48社の企業に協力いただける。
・外部評価や産学共同研究にはこれらの企業や機関が協力いただける。
・学生選抜・インターンシップには色分けした企業が協力いただける。
・事業統括者は新設するステアリングコミッティの責任者となる。




JST 早稲田オープン・イノベーション・エコシステム挑戦的研究プログラム
W-SPRING： 社会ニーズを理解した博士課程学生の育成（生活費・学費の支援）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・本提案の特徴をまとめる。
・マネジメントとして、副総長・常任理事が参画する全学プログラムである。
・社会科学系の副総長・常任理事も含めて、事業統括・副統括が書面審査通過者全員のヒアリングに参画する。
・実績のあるキャリア開発のコンテンツを活用する。
・特にアントレプレナーシップ教育で本学は定評がある。
・独自インターンシップとジョブ型インターンシップを併用する。
・グリーン、ライフ、デジタル、ソーシャルの幅広い課題解決分野を設定した。
・理工・人社の総合知によるイノベーション創出を狙いたい。
・早稲田オープンイノベーションエコシステムの成功によって、日本の産業力強化をもたらしたい。
・その上で、本学も世界に伍する研究大学へ進化したい。




早稲田オープン・イノベーション・バレー
(教職員・学生の挑戦を支援する環境の提供)
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・自主財源100億円を投じて産学連携棟を整備した。
・博士が産学連携の主体として活躍できる環境を整備した。
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